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事象関連脳電位 CEvent-Related brain Potentials ;以下， ERP) は刺激あるいは心的事象によって引き出される
一過性の脳電位の総称である。現在のところ ERP はヒトの認知過程に対応する神経生理学的活動を無侵襲に，しか
も，比較的簡便に探る唯一の指標である o ERP は背景にある脳波よりも振幅がかなり小さい(脳波が50""60μV に
対して， ERP は10μV 前後)ので， ERP を観察するためには，脳波を頭皮上から記録しながら，被験者に繰返し課題
を実行させ，刺激の提示時点あるいは反応の時点で脳波をそろえて加算平均処理をして抽出することが必要である。





て取り扱うには困難がある O これに対して， ERP は刺激の提示から運動出力までの聞に生じる連続的な認知過程を
リアルタイムにモニタできるので処理段階という問題を扱うのに適している。 ERP による認知過程の研究とは，あ
る認知過程と特異的に対応付けられる ERP 成分を同定し その振幅や出現潜時他の ERP 諸成分との時間的関連性
から認知過程を探る研究といえる O
3. ERP 成分N400が反映する認知過程の検討
Kutas と Hillyard (1980) は 7 語からなる文を 1 語ず、つ被験者に提示し，被験者に黙読させ，その時の ERP を測















結果・考察:記憶項目数が 5 個の場合には，関連項目 (641ms) のほうが非関連項目 (580ms) よりも反応時間が
延長しており，誤反応数も多かった。 N400潜時帯の電位は，非関連項目で関連項目より陰性で(中心部の潜時380"-'




発達することが報告されている (Okita et al. , 1985)。この電位は直列的なサーチを反映したものであると推察さ





分裂病は，操うつ病と並ぶ 2 大精神病である O 発病率は120"-'130人に 1 人でわが国だけでも，常時20"-'30万人の分
裂病患者がいると見込まれる。しかしながら分裂病は身体的基盤原因がいまだに解明されておらず，臨床的な精
神症状のみで診断されている。これまで分裂病は感情ないしは意欲の障害であるとされてきたが最近は分裂病の本
質が認知障害であると考えられるようになってきた(丹野と町山， 1985 ;投石， 1992) 。
ERP 発見の当初から分裂病患者における ERP の測定が行われてきた。その目的は認知障害の解明(病態の把握)
の他に，客観的な診断基準の確立，疾患に対する気質 (trait) の関与の度合いを明らかにする，さらには，その疾患
の神経的，生物学的基礎を明らかにする，である (Roth et al. , 1986) 。
分裂病の症状の 1 つに異常な言語活動があることが知られており その根底にある認知過程の異常について検証す




方法:被験者は分裂病患者13名健常者26名であった。各試行 S 1 (単語) -S 2 (単語または偽単語)を提示し
て，被験者に S2 が単語であるか，偽単語であるかボタン押しによる反応を求めた。 S l-S 2 の意味的関連性によっ
て 3 種類の実験条件を用意した。すなわち S l-S 2 が対語である関連条件(例 “兄弟一姉妹つ S l-S 2 に意味的
関連性のない非関連条件(例 “兄弟一運転")， S 2 が偽単語である偽単語条件(例 “兄弟一保宙つであった。








仮説 (Hemsley & Richardson , 1980) ，と一致した結果となった。
5. まとめ
( i )単語認知に関する ERP について，現在までに得られた知見を概観した。











っ比較的簡便に測定で、きる生理指標である一事象関連脳電位 (Event-Related brain Potentials ; ERP) の中の， N
400成分を対象として実験を行っている。その N400 とは，ある文脈の元に与えられた語が，その文脈から予期できな
い語であった場合に出現する ERP 成分である(例えば，“He spread the warm bread with socks." Kutas and Hillｭ
yard , 1980) 。
第 1 部 (N400) では，先行文脈と意味的関連があるためにかえって難しい課題となる場合 記憶課題で，“みか
ん→いちご→なし→バナナ→ぶどう"を憶えた後に，“テレビ"と来れば，“ノー"と即座に答えることができる。し
かし“りんご"と聞かれれば時間と努力を要する にも， N400が，“りんご"にではなく，“テレビ"に出現するこ
とを見いだした。このことから， N400が，反応に至るまでの処理の量を反映するのではなく，単語の意味のアクセス
に直接関連していると結論している O また，先行文脈と一致するためにかえって困難となるような作業事態でも，単
語の意味の同定に先行文脈との意味的関連性が役立っていると推定することができた。
第 2 部(精神分裂病)では，分裂病患者のN400の測定を試みた。分裂病者は，語サラダ一実際には存在しない合
成語を作ってそれを使用する一，あるいは文脈を無視した言説などの言語運用に関する異常が数多くみられる。しか
し結果的には，分裂病者にも N400の出現が認められた。そこで，患者においても N400発生源に器質的な異常がな
いこと，意味的関連性を正しく理解していること，またその基盤となる意味記憶の構造に異常がないことが推察され
fこ O
以上の結果は， ERP 成分N400が反映する認知過程を説明する上で貴重な成果であり，本審査委員会は，本論文が
博士(人間科学)の学位を授与するに十分価値あるものと判定した。
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